シュミットプレートの形状について

2003年8月12日　持田　大作

・形状

シュミットプレートは片側が平面で、もう片側が非球面の形状をしている。非球面の形状を以下に示す。
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Fig1. シュミットプレートの形状と座標系

プレートの平面側の中心を原点とする。（-118<ｘ＜118、　-140＜ｙ＜140）

上記座標系のときに非球面の形状は以下の式になる。

z(x,y) = a2{(x + 280.0)2 + (y – 10.0)2} + a4{(x + 280.0)2 + (y – 10.0)2} 2  + 

a6{(x + 280.0)2 + (y – 10.0)2} 3 + 33.0　mm
a2 =-2.1535×10-5 ,   a4 =6.7894×10-11 ,    a6 =3.6067×10-17

・必要研磨量

厚みが33mmのプレートを用意するとそこからの研磨量は、最大で1.5mm程度になる。以下に必要研磨量の断面図を示す。
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Fig2. 厚み33mmのプレートからの必要研磨量

最大で1.5mm程度の研磨が必要（-118<ｘ＜118、　-140＜ｙ＜140）

· 必要精度

	Tolerance type
	Tolerance level

	Coefficient

	a2
	+ - 4.2*10-7

	
	a4
	+ - 1.5*10-13

	
	a6
	+ - 5.0*10-19

	Shift  to x axis
	+ - 0.2 mm

	Shift  to y axis
	+ - 0.4 mm 

	Tilt  around x axis
	+ - 0.4 degrees

	Tilt  around y axis
	+ - 0.5 degrees

	Thickness
	+ - 1 mm


Table3. 必要精度

係数についての必要精度は面の形状としては10μｍ程度に相当する。
参考図　

　今回作成するシュミット板は、実は下の図のような大口径のシュミット補正板の外周部に近い領域の、一部分のみを切り出したものに相当します。

　研削面は、中央付近が、約 1.5mm 程度凹んだものになります。
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